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問　
洪
水
時
の
早
期
立

ち
退
き
避
難
区
域
で

は
市
東
部
地
域
へ
の
避
難

が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る

が
、
災
害
弱
者
の
た
め
に

居
住
地
近
く
に
避
難
場
所

を
確
保
す
べ
き
。
他
市
で

は
市
域
に
高
台
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
低
地
の

浸
水
想
定
区
域
内
の
学
校

等
に
指
定
緊
急
避
難
所
を

設
け
、
防
災
マ
ッ
プ
に
具

体
的
な
避
難
経
路
も
示
し

て
い
る
。
市
の
見
解
は
。

答　
計
画
は
各
市
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ

策
定
さ
れ
る
も
の
。
避
難

場
所
は
公
共
施
設
に
限
ら

ず
安
全
な
親
戚
・
知
人
宅

等
も
想
定
で
き
、
同
一
校

区
内
で
リ
ス
ク
や
避
難
場

所
が
一
律
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
本
市
で
は
避
難
の

時
期
・
場
所
・
経
路
を
住

民
自
身
で
考
え
て
お
く
こ

と
が
重
要
と
認
識
し
て
お

り
、
自
治
会
単
位
で
避
難

場
所
を
指
定
す
る
考
え
は

な
い
。
ま
た
垂
直
避
難
は

避
難
後
に
危
険
を
伴
い
賢

明
な
手
段
で
は
な
い
。

問　
今
後
、
東
部
丘
陵

地
全
体
で
計
画
さ
れ

て
い
る
①
調
整
池
の
数
②

放
流
先
の
予
定
―
は
。

答　
①
現
時
点
で
道
路

関
係
は
新
名
神
で
４

カ
所
、
東
部
丘
陵
線
で
４

～
５
カ
所
。
プ
レ
ミ
ア

ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
関
係

で
２
カ
所
。
青
谷
物
流
拠

点
の
開
発
基
本
構
想
で
３

カ
所
。
木
津
川
運
動
公
園

は
現
在
の
南
側
区
域
の
１

カ
所
に
加
え
、
北
側
区
域

で
２
カ
所
計
画
さ
れ
、
合

計
16
～
17
カ
所
の
見
込
み

②
宮
ノ
谷
川
、
今
池
川
、

長
谷
川
、
青
谷
川
を
予
定
。

居
住
地
近
く
に
避
難
所
確
保
は

問　
文
化
パ
ル
ク
城
陽

の
セ
ー
ル
・
ア
ン

ド
・
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
契
約

の
①
契
約
終
了
の
条
件
と

し
て
土
地
の
滅
失
や
建
物

の
滅
失
・
毀
損
・
修
復
不

能
の
場
合
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容

②
火
災
保
険
の
額
―
は
。

答　
①
土
地
の
滅
失
と

は
物
理
的
存
在
を
失

う
こ
と
を
意
味
し
、
実
際

に
は
起
こ
り
得
な
い
が
、

社
会
通
念
上
、
契
約
の
相

手
方
が
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
と

し
て
想
定
し
て
お
く
必
要

性
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
何
ら
か
の
理
由
で
建

物
に
損
害
が
生
じ
れ
ば
、

市
に
と
っ
て
必
要
な
施
設

で
あ
り
、
程
度
を
問
わ
ず

市
が
修
復
を
行
う
た
め
、

修
復
不
能
に
よ
る
契
約
終

了
も
あ
り
得
な
い
②
全
国

市
有
物
件
災
害
共
済
会
の

対
象
で
あ
り
、
火
災
に
よ

る
建
物
復
旧
費
と
し
て
、

約
42
億
円
を
上
限
に
災
害

共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
。

問　
国
は
令
和
３
年
度

か
ら
５
年
間
の
年
次

計
画
で
、
小
学
２
年
生
以

上
の
学
級
定
数
も
35
人
学

級
と
す
る
方
針
を
示
し
て

い
る
。
小
学
３
年
生
と
中

学
１
年
生
に
つ
い
て
、
市

の
少
人
数
学
級
の
計
画
は
。

答　
３
月
１
日
現
在
の

市
内
小
学
２
年
生
21

学
級
す
べ
て
が
30
人
程
度

の
学
級
編
成
と
な
っ
て
お

り
、
新
３
年
生
の
時
点
も

状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
中
学
校
に
つ

い
て
国
の
計
画
は
な
い
が
、

学
校
等
の
実
情
に
応
じ
、

京
都
式
少
人
数
教
育
を
活

用
し
た
学
級
編
成
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。

少
人
数
学
級
の
拡
充
計
画
は
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問　
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食

業
や
観
光
業
が
打
撃

を
受
け
、
取
り
引
き
関
係

に
あ
る
本
市
の
農
業
に
も

影
響
が
出
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
次
期
作
も
継
続
生

産
し
て
い
く
た
め
の
支
援

策
の
実
施
を
。

答　
こ
れ
ま
で
か
ら
同

交
付
金
を
活
用
し
農

業
従
事
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
展
開
し
て
き
た
が
、

未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
、
耕
作
意
欲
を
奮

い
立
た
せ
て
い
く
た
め
に

も
、
次
期
作
へ
の
支
援
は

重
要
な
取
り
組
み
。
花
卉

類
や
て
ん
茶
等
を
初
め
影

響
を
受
け
て
い
る
生
産
者

へ
の
次
期
作
支
援
や
、
今

後
の
災
害
等
に
対
す
る
経

営
安
定
の
た
め
の
支
援
策

を
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。

問　
食
料
自
給
率
向
上

や
廃
棄
ロ
ス
解
消
を

目
指
す
上
で
、
本
市
に
お

い
て
は
小
規
模
農
業
を
推

進
し
地
産
地
消
を
図
る
べ

き
。
①
小
規
模
農
業
者
へ

の
支
援
は
②
地
産
地
消
推

進
の
た
め
直
売
施
設
の
充

実
・
拡
大
・
宣
伝
強
化
を
。

答　
①
規
模
の
大
小
を

問
わ
ず
、
農
業
振
興
、

特
に
特
産
物
振
興
を
図
る

た
め
の
各
種
支
援
策
を
展

開
し
て
い
る
②
本
市
の
直

売
施
設
で
あ
る
城
陽
旬
菜

市
に
つ
い
て
は
、
小
規
模

農
業
者
も
含
め
、
多
数
が

会
員
に
な
る
よ
う
働
き
か

け
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

農
商
工
関
係
者
で
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
機
運
を
生

か
し
た
施
設
拡
大
を
協
議

す
る
ほ
か
、
各
媒
体
で
周

知
・
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
農
業
支
援
は
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